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2023年度の活動報告

＜公開セミナー・シンポジウム＞「日本の国際協力」

多文化公共圏フォーラム第 6回「アフリカ

論」公開授業を2023年 6 月29日（木）に参加者

44名で行い、講師の荒木康充氏に「ガーナにお

ける国際協力の現場」についてお話しいただい

た（特集記事参照）。

2024年 1 月11日（木）に同フォーラム第25回

「途上国経済発展論」公開授業を開催し、講師

の上村雄彦先生に「持続可能な地球社会に向

けた革新的政策 と制度の考察 ―グローバル・

タックス、GBI、世界政府を中心に―」につい

て講演をして頂き、35名が参加した。

「タンザニア絵 本プロジェクト」（ 内 田・阪 本 ）

プロジェクト 2年目の今年は、昨年度よりご

協力いただいている市貝町の小野寺幸絵さん

と、協力学生の平尾結さん（国際学部 3年生）

の活動を報告する。

絵本の主人公であるつばきちゃんと同様に、

ご自身も平成 9年から 2 年半、JICAの青年海

外協力隊として中米コスタリカで従事した経験

を持つ小野寺さんは、『ニョタのふしぎな音

楽』（以下、『ニョタ』）を手にとったとき、

すぐにお話の世界に入ることができたと話す。

実際に子どもたちに絵本を読むときは、「私の

お友だちが経験したお話なんですよ」と、語り

かけてから、『ニョタ』の絵本を開くという。

小野寺さんは10年近く市貝町立小貝小学校で

読み聞かせ活動を続けられており、今年度は 5

月17日に新 1 年生12人に、 9 月 6 日に 4 年生15

人に、10月18日には 3 年生10人に、『ニョタ』

を読み聞かせしていただいた。昨年度から始め

た『ニョタ』の読み聞かせは、今年度を通し

て全学年で行われた。小野寺さんの活躍によ

り、現在同小学校に在籍する児童のほぼ全員が

『ニョタ』の世界に触れることができた。

小野寺さんの活動のユニークさは、ご自身の

趣味でもあるアフリカンダンスを活かした読み聞

かせにある。絵本の最も重要なシーンであるニョ

タのふしぎな音楽を、実際に子どもたちに体験し

てもらうのだ。小野寺さんの歌にあわせて、子ども

たちは小野寺さんが持参したジャンベ（西アフリ

カの太鼓）やカリンバ（指ピアノ）を自由に叩き、奏

で、踊る。小野寺さんは、子どもたちが絵本から教

訓めいたことや知識を得るよりも、『ニョタ』の世界

を通して色々なことを感じてほしいと考えている。

感想を無理に言語化せずとも、絵本を通して感じ

ることは子どもそれぞれであり、楽しんで聞いても

らうことを大事に活動しているとお話されていた。

12月 4 日には協力学生の平尾さんが、宇都宮

市立陽南小学校放課後子ども教室で『ニョタ』

の読み聞かせを行った。

はじめこそ落ち着きがなかった 1 年生から 5

年生までの50人は、カンガを身にまとった平尾

さんが『ニョタ』を読み始めると、絵本に見入っ

た。子どもたちは自分と違う肌の色をした人々、

カラフルだけれど優しい色彩の世界に興味

深々の様子だった。写真や地図でアフリカを紹

介し、子どもたちが太鼓を叩き、カンガを身にま

とった後、『アフリカの音』（沢田としき著1996、

講談社）も読み聞かせした。最後に、人形劇団

の豊口政子さんが連れてきてくれた様々な国の

人形たちを手にしながら、豊口さんのギターに

阪　本　公美子・内　田　啓　子・菊　地　由起子国際学部

グローバル・サウスとの共創
「日本の国際協力」「タンザニア絵本プロジェクト」「在来知・食・健康」
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合わせ「世界中の子どもたちが」を歌った。元

気のいい子どもたちがとても印象的だった。以

下は平尾さんの感想である。

「今回初めて絵本の読み聞かせに参加させて

頂きました。皆、集中して聞いてくださり、聞

き慣れない道具や植物について疑問を持ってく

れた子も多い様子でした。楽器や現地の服を体

験していた子たちの中には、日本にあるものと

比較して素直な意見を述べ、気付きにくい服の

細かい模様について指摘する子もいました。最

後にはスワヒリ語で「ありがとう」と言って頂

きました。貴重な経験ができ、本当に良かった

です。ありがとうございました。」

私たちの活動は、長年にわたり学校と信頼を

築きあげてきた地域ボランティアの方々の活動

に支えられている。今年度は市貝町小貝小学校

ボランティア：小野寺幸絵さま、人形劇団おは

なしの森人主催：豊口政子さま、宇都宮市立陽

南小学校放課後子ども教室キッズベースコー

ディネーター：大垣さま、陽南小学校保護者の

みなさまにご協力いただいた。豊口さまと大垣

さまは事前打ち合わせにもおつきあいいただい

た。この場を借りてお礼を申し上げたい。

また今年度は上記の他に、タンザニアに

Ready forの贈呈分に加えて 4冊、宇都宮市国際

交流協会に 1冊、協力者に 4冊、計10冊の絵本

を寄贈した。来年度は更に多くの子どもに、楽

しんでもらえるよう活動を広げていきたい。

絵本詳細

阪本公美子・杉山祐子・坂井真紀子著、武村景

子スワヒリ語訳、フランシス・パトリック・

イマンジャマ（ルーバス）絵（2021）『ニョ

タのふしぎな音楽～タンザニアの星空のもと

で』三恵社

「在来知・食・健康」（阪本・菊地・内田）

タンザニアの在来知・食・健康に関する科研

の一環として、タンザニアにおける現地調査と

ともに、とりまとめてきた内容を現地に地域貢

献としてフィードバックした。

タンザニア出張：202 3年 8 月16日～ 9 月14

日のうち、津田勝憲がリンディ州とダルエスサ

ラーム、林将之がドドマ、イリンガ、モロゴロ、奥

井鮎紗がイリンガ、加藤珠比がモロゴロにて

参加し、阪本が全調査に参加した。タンザニア

南東部リンディ州 4 小学校、中部ドドマ 5 小学

校、南部イリンガ 3 小学校、中部モロゴロ 2 小

学校において、2022年に行った野生食物と食

事に関するアンケート調査結果や研究結果の

フィードバックや追加アンケートを実施した。リン

ディ州とドドマ州の栄養素の情報も含む野生

タンザニアリンディの小学校での絵本寄贈の様子（2023年8月15日）

 
「今回初めて絵本の読み聞かせに参加させて頂き

ました。皆、集中して聞いてくださり、聞き慣れな

い道具や植物について疑問を持ってくれた子も多

い様子でした。楽器や現地の服を体験していた子た

ちの中には、日本にあるものと比較して素直な意見

を述べ、気付きにくい服の細かい模様について指摘

する子もいました。最後にはスワヒリ語で「ありが

とう」と言って頂きました。貴重な経験ができ、本

当に良かったです。ありがとうございました。」 

私たちの活動は、長年にわたり学校と信頼を築き

あげてきた地域ボランティアの方々の活動に支え

られている。今年度は市貝町小貝小学校ボランティ

ア：小野寺幸絵さま、人形劇団おはなしの森人主催：

豊口政子さま、宇都宮市立陽南小学校放課後子ども

教室キッズベースコーディネーター：大垣さま、陽

南小学校保護者のみなさまにご協力いただいた。豊

口さまと大垣さまは事前打ち合わせにもつきあっ

ていただいた。この場を借りてお礼を申し上げたい。 

また今年度は上記の他に、タンザニアにReady for

の贈呈分に加えて 4 冊、宇都宮市国際交流協会に 1

冊、協力者に4冊、計10冊の絵本を寄贈した。来年

度は更に多くの子どもに、楽しんでもらえるよう活

動を広げていきたい。 

絵本詳細 

阪本公美子・杉山祐子・坂井真紀子著、武村景子ス

ワヒリ語訳、フランシス・パトリック・イマンジ

ャマ（ルーバス）絵（2021）『ニョタのふしぎな音

楽～タンザニアの星空のもとで』三恵社 

「「在在来来知知・・食食・・健健康康」」（（阪阪本本・・菊菊地地・・内内田田）） 
タンザニアの在来知・食・健康に関する科研の一

環として、タンザニアにおける現地調査とともに、

とりまとめてきた内容を現地に地域貢献としてフ

ィードバックした。 

タンザニア出張：2023年8月16日～9月14日の

うち、津田勝憲がリンディ州とダルエスサラーム、

林将之がドドマ、イリンガ、モロゴロ、奥井鮎紗が

イリンガ、加藤珠比がモロゴロにて参加し、阪本が

全調査に参加した。タンザニア南東部リンディ州 4

小学校、中部ドドマ5小学校、南部イリンガ3小学

校、中部モロゴロ2小学校において、2022年に行っ

た野生食物と食事に関するアンケート調査結果や

研究結果のフィードバックや追加アンケートを実

施した。また、リンディ州とドドマ州の栄養素の情

報も含む野生食物図鑑原案を共有・確認するととも

に、周辺の野生食用植物の採集・同定を行った。ま

た、子どもたちを対象に参加型調査も実施した。 

なお、今次調査で追加実施した2校（モロゴロ州）

を含め、全14校から2022年調査後に実施されたア

ンケートを回収・集計した。その結果、2023年実施

分の収集数は1,077人、2022年実施分（1,006）を含

む累計数は2,083人となる。 

出張前に収集したイリンガ州 2 校、リンディ州 4

校、ドドマ州 5 校の計 11 校のアンケートの集計結

果（菊地統括担当）を各学校にフィードバックした。 

 

タンザニアリンディの小学校での絵本寄贈の様子 

(2023年8月15日) 
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食物図鑑原案を共有・確認するとともに、周辺

の野生食用植物の採集・同定を行った。また、

子どもたちを対象に参加型調査も実施した。

なお、今次調査で追加実施した 2校（モロゴ

ロ州）を含め、全14校から2022年調査後に実施

されたアンケートを回収・集計した。その結

果、2023年実施分の収集数は1,077人、2022年実

施分（1,006）を含む累計数は2,083人となる。

出張前に収集したイリンガ州 2校、リンディ

州 4校、ドドマ州 5校の計11校のアンケートの

集計結果（菊地統括担当）を各学校にフィード

バックした。

同小学校アンケ―トにおいて生徒が描い

た絵から小学校ごとにポスターを作成し

（Polgahagedara Don Pubudu Sanjeewa, Frimpong 

Andrew Charles担当）、同学校に贈呈した。

 
同小学校アンケ―トにおいて生徒が描いた絵か

ら小学校ごとにポスターを作成し（Polgahagedara 

Don Pubudu Sanjeewa, Frimpong Andrew Charles担当）、

同学校に贈呈した。 

日本アフリカ学

会、国際開発学会で

ポスター発表（国際

学部3年生人見俊輝、

阪本担当）した内容

を、該当する小学校、

州や大学関係者に

共有し、フィードバ

ックした（写真はリ

ンディマロロ小学

校にて 8 月 15 日）。 

半乾燥地ドドマ州において鉄分やミネラルの多

い野生食物についてスワヒリ語でポスターを作成

し、配布した。 

フィードバックについて、小学校や関係者には、

研究の現地還元として歓迎された。 

日本アフリカ学会発表（2023年5月27日） 

 

国際開発学会発表（2023年6月10日） 
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日本アフリカ学会、国際開発学会でポスター

発表（国際学部 3年生人見俊輝、阪本担当）し

た内容を、該当する小学校、州や大学関係者に

共有し、フィードバックした（写真はリンディ

マロロ小学校にて 8月15日）。

半乾燥地ドドマ州において鉄分やミネラルの

多い野生食物についてスワヒリ語でポスターを

作成し、配布した。

フィードバックについて、小学校や関係者に

は、研究の現地還元として歓迎された。

いずれの活動においても、学生・市民・研究者

がそれぞれの強みを活かし、国内外の地域にお

いてグローバル・サウスと共創できる公共圏を創

造するとともに、栃木県内、並びにタンザニアに

おける小学校や地域に還元する活動を行った。

Jina la kigogo 
Gogo name 

Jina la 
kisayansi 

Scientific name 

 

Hali  

 

Condi-
tion 

Chuma 

Iron  

Kalsiamu 

Calcium  

  Protini 

Protein 

Karotini 

β-Carotene  

Vitamini 
C 

Vitamin 
C  

Nyuzi 
Nyuzi 

Fiber 
mg) mg) g/100g) mg) mg) g/100g) 

Chipali  
(pl. Mapali) 

Ipomoea obscura,  

I. mombassana 

Mbichi  Raw 55  944  10  218  1  9  
Twangwa
& kavu 

Crushed 
& Dried 69  1,486  4  2,907  6  9  

Sagula Sagula kavu Dried 51  1,353  5  367  2  9  

Ilende 
Ceratotheca sesa-

moides & Cucumis 
dipsaceus 

kavu Dried 44  2,795  4  17,489  5  8  

Ilende, Mgalu Ceratotheca sesa-
moides Mbichi  Raw 40  1,060  13  735  1  9  

Muhilile Cleome hirta Mbichi  Raw 45  2,104  9  1,449  1  7  
Maweza Ipomoea sinensis 

subsp. blepharosepala Mbichi  Raw 42  496  8  193  1  10  
Mgagadi,  
Mzimwe Cleome gynandra Mbichi  Raw 27  1,154  12  3,176  14  9  

Ilumbu, Hulihuli Cucumis dipsaceus Mbichi  Raw 7  805  2  467  6  12  

Ikuwi Adansonia digitata 
Iliyoko-

maa 
Raw   

Mature 7  1,557  9  - 1  15  
Haijako-

maa 
Raw 

young 1  372  4  305  0  11  
Matembele Ipomoea batata Mbichi  Raw 0.5 59 0 - 22 2 

Wild leafy vegetables are full of iron, calcium and protein!!
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Tree  ⇔ Fruit

Tree 
10-18m
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・Massive tree 10-18m 
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Wild food intake and perception of children in Tanzania:  
Comparison with adults and pictures analysis from inland and coastal southeast  

SAKAMOTO Kumiko, HITOMI Toshiki, KIKUCHI Yukiko, KABUTA Masahiko, OHMORI Reiko, Anna C. MARO*, TSUDA Katsunori, Frank MBAGO** Utsunomiya University, *Lindi Region, **University of Dar es Salaam 

Objective: ① How do children perceive wild food? ② What kind  of wild food do children and adults eat? ③ How frequently do children and adults intake wild food?   
④ Are there differences in wild food intake between children/adults, villages, season, and sex?  

Sample: This research was conducted on 91 school children (Age: 11.04±1.60) & 85 adults (41.04±13.75) in Kijiweni and 85 school children (11.61±2.07) & 89 adults (54.41±18.48) in Malolo. 
Information Collection: Questionnaires with school children (7, 8 Sept. 2022) and questionnaire interviews with adults (25-27 Aug, 2-4 Sept. 2019, Sakamoto et al. 2020, 2021) 
Analysis: ① Pictures by children with local names were identified, and analyzed with a specialist in art, ② Local wild food names indicated by children and adults were identified and clustered by food groups, 
                  compared with adults, ③ Wild food intake is shown in the horizontal bar chart, ④ Average was compared by Wilcoxn for children/adults, villages, and sex, and paired sample t-test between season. 
 

Source: Created from Google Earth

Malolo Kijiweni

③③  Wild Food Intake Frequency

④④  Wild Food Intake Average ±±  Standard Deviation

Wide variety of wild 
food is eaten in Malolo 
especially by children.

1. Children eat more wild food than adults, 2. Malolo < Kijiweni, 3. Dry < Rainy, 4. Boys = Girls 

Roles and Acknowledgement 
Sakamoto is responsible for overall conceptualization, data collection, final questionnaire data input check, supervision of data analysis, collection of wild plants in Malolo and Kijiweni villages, and identification of wild plants from local names. Hitomi has done the data input for Kijiweni, data check for parts of Malolo, data analysis, poster layout, and conceptualization. Kikuchi checked data input, coordinated data input,  
and provided advise on the poster. Kabuta has provided advices for interpreting and analyzing the pictures. Ohmori provided conceptualization for utilization children’s pictures. Maro coordinated and lead the field work and data collection in Lindi. Tsuda identified animals from local names. Mbago identified wild plants through field work in Malolo and Kijiweni villages. Appreciation goes to Yu Sakuraoka for data input for Malolo.   
This research was supported by Grants in Aid for Scientific Research: 22H00032, 18H03438 and partly by 18H00776 
 References Sakamoto Kumiko, Parinya Khemmarath, Ohmori Reiko, and Anna C. Maro (2020) "Health, Livelihoods, and Food Intake in Coastal Southeast Tanzania: From questionnaire interviews in Kijiweni Village, Lindi Region," Journal of the School of International Studies, Utsunomiya University, (50): 11-29. http://hdl.handle.net/10241/00012361 
Sakamoto Kumiko, Parinya Kkemmarath, Ohmori Reiko, and Anna C. Maro (2021) "Health, Livelihoods, and Food Intake in Inland Southeast Tanzania: From questionnaire interviews in Malolo Village, Lindi Region," Journal of the School of International Studies, Utsunomiya University, (51): 15-34. http://hdl.handle.net/10241/00012762
 

②②  Examples of wild food eaten 
by children and adults

Majority of children eat wild 
food everyday in Kijiweni and 
in the rainy season.

Many children drew the full original picture (Namami) of the wild food and less partial picture (Kirimi) → Wild food is foraged by children and is part of their daily lives
①①  Pictures by Children

Children
Adults

ChildrenAdults

p < 0.0001, p < 0.001, p < 0.05

Wilcoxn

Paired sample t-test

Village is dispersed and wild food is 
obtainable in the forest. Village is compact and wild food is  

available near the homestead.

12-13 May 2023 JASS 日本アフリカ学会第60回学術大会

Children in Kijiweni 
drew more pictures 
of wild food

LianaTree 
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Tree: 25-38m but fruit available.

・Herb available on
the rock in the sea.

・Cooked by family
・Vine 
・Often already dug

①①

・Herb : 0.5-1.5m 

・Often left in  

the farm

③③

②②

④④

Source: Created from Google

Source: Created from Google

3.45km between 
the school and a 
fruit tree.

736.74m between the 
school and a fruit tree
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〇SAKAMOTO Kumiko, 〇HITOMI Toshiki, KIKUCHI Yukiko, OHMORI Reiko, Anna C. MARO*, Michael CHIMOSA**, Utsunomiya University, *Lindi Region, **Dodoma Region

Wild Food Intake

Information and Method

Wild food is not necessarily the food of the poor

Wild Food and Food Group Intake and Health among Children in Tanzania: 
From the Cases of 3 Villages in Central and Southeast Inland/Coast 

Background
Wild foods are important sources of nutrition in Africa, but studies on the relationships between wild food intake and human health are limited. Relationships were identified in three villages in Tanzania: 
positively related to subjective health perception in Chinangali I and Malolo, but negatively related in Kijiweni (阪本他 2021). A preliminary analysis of children’s diet and health in Dar es Salaam and 
Pwani (Sakamoto et al, 2023) needs further research. 

II. Correlation between Wild food intake frequency & health problems

III. Food intake patterns IV. Correlation between food patterns & health problems

Research questions

Information Collection: Questionnaires with school children (8, 9, and 28 Sept. 2022)  
        on wild food / food group intake frequency, and health problem. 
Sample: This research was conducted on 80 school children (Age: 12.34±1.33) in Chinangali I,   

85 (11.61±2.07) in Malolo, 91 (11.04±1.61) in  Kijiweni. 
Questionnaire:  I. Wild food intake frequency (dry season) 
  Food group intake frequency (dry season), health problems 
Analysis:   II. Correlation analysis,  
                    III. Factor analysis & IV. Correlation between food patterns and health problems

Result

I.   How frequently do children eat wild food? 
II.  How does wild food intake relate to health? 
IV. How does wild food intake & health related  
       with reference to III. Food intake patterns? 

Research areas

In Chinangali,  

children who consumed wild 
food frequently  
did not frequently consume 
tubers/bananas  
but consumed some cereals.

In Malolo,  

children who consumed 
wild food 
relatively frequently  
consumed cereals.

In Kijiweni,  

children who consumed wild 
food relatively frequently  
took oil, meat, and food in 
general frequently as well.

Children with food intake pattern 
with frequent wild food intake:  
・・Can see far away  
・・Have an appetite

Fewer children who had a diet  
with relatively frequent intake of  
wild food:  
・・Felt tired 
・・Did not feel like  
    doing anything 
・・Had problems  
    waking up 
・・Became dizzy

Sesuvium portulacastrum

Children with the food pattern 
with frequent intake of oil and  
relatively frequent intake of wild  
food have fewer problems: 
・・Waking up in the morning 
・・Not feeling like doing anything

Notes to tables on correlations:  
Bold* = Correlation is significant at the 0.05 level (2-tailed)  
Bold** = Correlation is significant at the 0.01 level (2-tailed) 

Discussion and Conclusion
◇ Contrary to adults with positive and negative relation between wild food intake and health (阪阪本本他他  2021), there were more positive relationships among children.  

◇ Some positive relationships may be that they are able to collect wild food because of their good health, as seen in adults in Malolo (阪阪本本他他  2021). 

◆ Wild food eaten to supplement cereals / general food intake is beneficial. 

Factor
Stomachache Diarrhea Dizzy Can't see far

away No appetite Problems
waking up Feel tired Toothache

Don't feel
like doing
anything

1 Fish Correlation Coefficient -0.063 0.105 -0.138 -0.113 -0.242 -0.138 0.044 -0.110 -0.148
Sig. (2-tailed) 0.641 0.436 0.311 0.405 0.070 0.314 0.747 0.416 0.280
N 57 57 56 57 57 55 57 57 55

2 No muilk Correlation Coefficient -0.004 -0.107 -0.082 -0.010 -0.266* -0.003 0.005 -0.240 0.137
Sig. (2-tailed) 0.976 0.426 0.547 0.940 0.045 0.983 0.968 0.073 0.320
N 57 57 56 57 57 55 57 57 55

3 Sugar Correlation Coefficient -0.114 -0.017 0.045 0.165 0.234 0.166 0.007 -0.016 -0.040
Sig. (2-tailed) 0.398 0.898 0.741 0.219 0.080 0.226 0.957 0.904 0.771
N 57 57 56 57 57 55 57 57 55

4 Oil (wild
food)

Correlation Coefficient -0.069 -0.099 -0.220 -0.036 -0.194 -0.308* -0.087 0.047 -0.288*
Sig. (2-tailed) 0.609 0.465 0.103 0.789 0.148 0.022 0.520 0.728 0.033
N 57 57 56 57 57 55 57 57 55

5 Pulse Correlation Coefficient 0.286* 0.244 0.459** 0.229 0.308* 0.223 0.089 0.375** 0.463**
Sig. (2-tailed) 0.031 0.068 0.000 0.087 0.020 0.101 0.512 0.004 0.000
N 57 57 56 57 57 55 57 57 55

Pulse pattern had negative impact
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Limitation
Further research and analysis are necessary to understand the causal relationship, 
the situation in the rainy season, and the situation in other locations. 
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I. Children in Malolo & 
Kijiweni frequently ate  

wild food, especially  
in Kijiweni. 
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I. Wild food intake frequency

Tanzania

Region Dodoma
Area Inland Inland Along the coast
District Chamwino Ruangwa Lindi Municipal
Village Chinangali I Malolo Kijiweni
Major ethnic groups Gogo Mwera Machinga*

Religion Christianity Majority Christian,
minority Muslim Islam

Main occupation Raising crops and
livestock Agriculture Fishing and

agriculture
Main staple foods Maize, sorghum Maize Maize, sorghum

Main side dish Vegetables, pulse Pulse, vegetables Fish

Lindi

Dodoma

Lindi All villages had frequent (cultivated) food shortage, 
especially semi-arid Dodoma.

Cleome hirta

Stiff porridge of maize 
(ugali) with cooked wild 
edible weeds (Mulihili, 
Cleome hirta) as relish.

Mushroom drawn by a 
child in Malolo

Corchorus aestuans

Picture of baobab and wild tuber draw 
by a school child in Kijiweni village.

Mboga pwani 
(Sesuvium 
portulacastrum) 
cooked with 
tomato and onion 
as relish to staple 
food.

Sesuvium portulacastrum 
drawn by a child in Kijiweni

Baobab tree near the 
Kijiweni elementary 

school.

Key: Wild food Good health Bad health

Baobab (Adansonia 
digitata) fruit in Dodoma

Rabbit drawn by a child in  
Malolo as edible wild food

II. Children frequently eating wild food had more
Stomachache, Diarrhea ……  but less Constipation.

1 2 3 4
Milk Wild food Meat & fruits Sugar

Milk 0.963 -0.244 -0.100 0.016
Food (general) 0.456 0.452 0.080 -0.088
Seeds 0.342 0.203 -0.294 0.190
Wild food -0.024 0.876 -0.005 0.195
Tubers and bananas -0.138 -0.785 0.191 0.184
Salt -0.088 0.649 0.038 0.049
Cereals -0.031 0.210 0.067 -0.047
Meat -0.116 0.226 0.795 0.208
Fruits 0.133 0.135 0.705 -0.294
Vegetables 0.119 0.185 -0.567 -0.136
Sugar 0.441 0.013 0.295 0.634
Pulse 0.072 0.252 0.514 -0.623
Fish -0.014 -0.121 0.061 0.475
Oil -0.001 0.080 -0.023 0.294

Factor

1 2 3 4 5 6
Oil Fruits Meat Pulse Cereal Food

Oil 0.999 -0.026 0.122 -0.117 0.165 0.030
Sugar 0.462 -0.042 -0.155 -0.023 -0.154 -0.143
Salt 0.172 -0.988 0.086 0.149 0.130 0.161
Fruits 0.103 0.327 0.105 0.194 0.066 0.119
Meat -0.019 -0.115 0.754 -0.025 -0.090 -0.437
Milk -0.009 0.047 0.670 -0.098 0.055 0.138
Fish -0.026 0.113 0.435 0.069 -0.110 0.261
Seeds 0.052 0.060 0.377 0.337 -0.272 0.094
Pulse -0.123 -0.033 -0.116 0.854 0.067 -0.110
Cereals 0.039 -0.072 -0.099 0.082 0.785 0.039
Wild food -0.083 0.064 0.322 -0.084 0.353 -0.246
Vegetables 0.095 -0.100 0.044 0.204 -0.009 -0.536
Tubers and bananas 0.026 0.120 -0.050 0.017 0.064 -0.425
Food (general) 0.006 0.053 -0.007 0.073 0.017 0.300

Factor

1 2 3 4 5
Fish No milk Sugar Oil Pulse

Fish 0.979 0.011 0.213 -0.072 -0.029
Seeds 0.484 -0.021 -0.165 0.068 -0.030
Milk -0.041 -0.953 0.074 0.236 -0.192
Fruits 0.018 -0.489 0.009 -0.048 0.073
Sugar -0.024 -0.123 0.864 0.031 -0.111
Salt 0.420 0.061 0.478 -0.002 -0.075
Tubers and bananas -0.027 -0.018 0.388 0.074 0.101
Oil 0.052 0.009 0.200 0.809 -0.144
Meat 0.040 -0.049 0.113 0.598 0.160
Wild food -0.016 0.258 -0.123 0.280 -0.213
Food (general) -0.038 -0.117 -0.149 0.248 -0.050
Vegetables -0.011 0.147 0.022 0.101 -0.636
Cereals 0.210 -0.115 -0.124 0.004 -0.520
Pulse 0.314 -0.031 -0.304 0.321 0.518

Factor

Chinangali

Kijiweni
Malolo

Villages Health problems: Stomachache Diarrhea Feel
mad Dizzy Headache Constipation Can't see

far away
No

appetite
Problems
waking up Feel tired Toothache Don't feel like

doing anything
Correlation
Coefficient -0.063 -0.213 0.093 -0.002 0.031 -.361** -.243* -0.064 0.051 -0.101 -0.130 -0.085

Sig. (3-tailed) 0.578 0.058 0.414 0.987 0.792 0.002 0.030 0.591 0.654 0.375 0.250 0.456
N 80 80 80 80 77 72 80 73 79 79 80 79
Correlation
Coefficient 0.143 -0.062 0.087 -0.196 -0.034 -.231* -0.065 -0.122 -0.130 -0.090 -0.041 0.107

Sig. (4-tailed) 0.182 0.563 0.425 0.070 0.752 0.035 0.550 0.248 0.230 0.396 0.704 0.312
N 89 89 86 86 90 84 88 91 87 91 88 91
Correlation
Coefficient 0.184 -0.058 0.124 -0.046 0.140 0.163 -0.010 -0.160 -0.134 -.237* -0.088 0.054

Sig. (5-tailed) 0.094 0.602 0.262 0.688 0.215 0.138 0.932 0.143 0.229 0.033 0.424 0.638
N 84 82 84 80 80 84 79 85 82 81 84 79
Correlation
Coefficient

0.578** 0.457** 0.393** 0.325** 0.217** -.132* -0.124 -0.066 -0.037 -0.035 -0.015 -0.009

Sig. (2-tailed) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.001 0.041 0.052 0.298 0.559 0.577 0.812 0.888
N 253 251 250 246 247 240 247 249 248 251 249 252

Total

Malolo

Chinangali

Kijiweni

Factor
Stomachache Diarrhea Dizzy Can't see far

away No appetite Problems
waking up Feel tired Toothache

Don't feel like
doing

anything
1 Milk Correlation Coefficient 0.023 -0.176 0.076 -0.074 -0.114 0.076 -0.111 -0.048 -0.056

Sig. (2-tailed) 0.842 0.132 0.515 0.527 0.354 0.519 0.346 0.683 0.630

N 75 75 75 75 68 74 74 74 75

2 Wild food Correlation Coefficient 0.028 -0.041 0.135 -0.293* -0.275* 0.078 -0.109 -0.056 -0.045

Sig. (2-tailed) 0.809 0.729 0.248 0.011 0.023 0.508 0.357 0.637 0.700

N 75 75 75 75 68 74 74 74 75

3 Meat＆fruits Correlation Coefficient -0.109 -0.088 0.088 -0.119 -0.070 0.095 -0.115 -0.154 0.009

Sig. (2-tailed) 0.353 0.454 0.453 0.309 0.570 0.422 0.331 0.190 0.937

N 75 75 75 75 68 74 74 74 75

4 Sugar Correlation Coefficient -0.014 0.167 0.026 0.173 0.223 -0.136 -0.044 0.061 -0.175

Sig. (2-tailed) 0.908 0.152 0.825 0.138 0.068 0.247 0.713 0.608 0.134

N 75 75 75 75 68 74 74 74 75

Factor
Stomachache Diarrhea Dizzy Can't see far

away No appetite Problems
waking up Feel tired Toothache

Don't feel
like doing
anything

1 Oil Correlation Coefficient -0.055 0.079 -0.011 -0.146 0.011 0.019 0.104 -0.145 -0.063
Sig. (2-tailed) 0.661 0.541 0.932 0.265 0.930 0.884 0.417 0.264 0.619
N 65 62 64 60 65 63 63 61 65

2 Fruits Correlation Coefficient -0.023 0.070 0.201 -0.069 0.060 0.162 0.130 -0.135 0.123
Sig. (2-tailed) 0.854 0.591 0.111 0.598 0.636 0.205 0.312 0.299 0.328
N 65 62 64 60 65 63 63 61 65

3 Meat Correlation Coefficient 0.244* 0.290* 0.272* 0.138 0.028 0.042 -0.054 0.427** 0.187
Sig. (2-tailed) 0.050 0.022 0.030 0.291 0.822 0.746 0.676 0.001 0.135
N 65 62 64 60 65 63 63 61 65

4 Pulse Correlation Coefficient 0.029 -0.074 0.197 -0.208 0.061 0.143 0.074 -0.004 0.009
Sig. (2-tailed) 0.819 0.567 0.118 0.110 0.629 0.264 0.567 0.977 0.941
N 65 62 64 60 65 63 63 61 65

5 Correlation Coefficient 0.065 -0.124 -0.313* -0.057 -0.196 -0.318* -0.366** -0.148 -0.322**
Sig. (2-tailed) 0.607 0.336 0.012 0.667 0.118 0.011 0.003 0.254 0.009
N 65 62 64 60 65 63 63 61 65

6 Food Correlation Coefficient -0.027 0.027 0.076 -0.005 0.279* 0.192 0.073 -0.018 0.172
Sig. (2-tailed) 0.833 0.837 0.551 0.967 0.024 0.132 0.571 0.888 0.171
N 65 62 64 60 65 63 63 61 65

Cereal
(wild food)
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